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主な活動 

食品関連事業者、農家等から販売不可食品（販売出来ないけれど食べられる食品）を引き
取り、それを必要としている団体や施設に対し、無料で配達する「フードバンク」活動を
している。 
 

活動の対象者 

児童養護施設、DV シェルター、こどもシェルター、こども食堂、要生活支援者用シェル
ター、ホームレス支援団体、独居高齢者支援団体、障がい者グループホーム、障がい者自
立支援団体など。 
 

助成活動名 フードバンク活動による生活困窮者支援と、その深化のための海外視察 

助成額  1,000,000 円 

実施内容 

目的 

当団体は岡山県内で唯一の食品を無料で「配達」するフードバンクとして、
2018 年 3 月より活動を行っている。代表が所有する冷蔵庫内蔵の小型車で配送
することにより、食品受け取り先の福祉施設や団体等から非常に高い評価を受
けてきた。一方で、完全に無給ボランティアであるこの活動は、拘束時間がと
ても長い。日本全国のフードバンク団体の活動状況を学ぶと、すべての団体が
活動における資金集めに毎年苦しんでいることがわかってきた。よって当団体
では、フードバンク活動における「金銭的負担」、「長時間の拘束」の負担を減
らすことにより、「持続可能な」フードバンク活動の普及に努めたいと考えるよ
うになった。これは、フードバンク団体がこれらの大きな負担を抱えてこの活
動を行うのではなく、多くの福祉団体がそれぞれの地域でフードバンク活動を
行うことにより、その活動の負担を軽減することで、より活発な活動を行うこ
とを目標としている。この目標を実現するために、慈善活動および環境保護活
動としてフードバンク活動が根付いている海外のフードバンク団体への視察を
行うこととした。 

内容 

毎週５回（月、火、水、金、土）、提携している スーパーや農産物直売所、豆
腐店等で食品を受け取り、その量に応じて、岡山県内の児童養護施設や生活困
窮者支援団体、こども食堂、障がい者グループホーム等に無料で寄付を行う。
海外視察については、欧州（イギリス、ドイツ、デンマーク）およびオースト
ラリアのフードバンク団体への視察を行う。 

成果 

2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月末日までに、6 トン 818 キロ 19,480 食分） 
の食品を岡山県内 41 の福祉施設、団体等に寄付した。前年と比較して、食品を
寄付する施設や団体が倍増した。これは当団体の機動力（無料で食品を配達す
る）が大いに活かされた結果だと推測出来る。定期的に児童養護施設に食品を
寄付し続けていることにより、他の福祉施設等を紹介してくださるようになっ
た。これは当団体の活動を「信頼」してくださっている証拠である。また、食
品を提供してくださるスーパー等は 2020 年 3 月末日までに 11 に増加した。 
 



2019 年 10 月には東海農政局（愛知県名古屋市）を訪れ、「フードバンク勉強
会」に参加した。これは、愛知工業大学小林富雄教授からのお勧めであった。
小林氏は国内外のフードバンク活動に精通され著書も多いため、代表のフード
バンクへの考え方や海外視察先への想いを伝え、意見交換を行うためであっ
た。実際に農政局での勉強会の後、小林教授は 2 時間意見交換の場を設けてく
ださり、現在もなおメール等でやりとりを続けてくださっている。 
 

2019 年 10 月より 12 月まで、吉備中央町の福祉課と連携し、生活困窮者世帯
（生活保護受給が決まるまでの期間）に対し、フードバンク食品を無料で提供
することによる生活支援を行った。 
 

2019 年 12 月には橋本財団様の御紹介により、 JA 真庭あきひかり生産者組合
様からお米の提供を受け、これらはすべて岡山県内（岡山市、倉敷市、津山
市、赤磐市、総社市）のこども食堂運営団体に寄付することが出来た。 
 

2020 年 2 月には、当団体の中山間地域と市街地を食品寄付で結ぶフードバン
ク活動が 、「第 7 回食品産業もったいない大賞」（公益財団法人食品等流通合理
化促進機構主催・農林水産省協賛・消費者庁環境庁後援）を受賞した。 
 

2020 年 1 月には欧州のフードバンク活動団体への視察および活動への参加を
行った。この海外視察での諸団体とのやりとり等はすべて代表自らが行い、通
訳なしで活動に参加した。 視察先、および参加した活動は以下のとおりであ
る。 
 
1 月 18 日 Fareshare North East。イギリス最初のフードバンク団体 Fareshare 
1994 年開始）の北東支部（2009 年開始）。ホームレス支援団体が活動を開始
し、現在 60 人のボランティアスタッフが活動を支えている。取扱い食品量は年
間 1200 トン。午前中に食品取扱い事業者から提供される食品が届き、それらを
随時パソコンで登録。その登録された食品はオンライン上で各福祉団体等が閲
覧することが出来、それにより、各団体等は「そのとき必要な食品」を 
Fareshare に発注する。その履歴をボランティアが確認後、食品をトレーに揃え
ていき、4 台のバン（食品提供をしているスーパー等が寄付した冷蔵庫内蔵の自
動車）が毎日食品を無料配達している。北東部の 145 団体に定期的に食品を配
送している。8 時から 17 時まで活動に参加した。オンライン上での情報の共有
と、それぞれが必要な食品を発注するなど、食品の渡す側と受け取る側の両方
にとって、ムダがないシステムに驚いた。 
 
1 月 19 日 Newcastle United Matchday Foodbank。英国サッカー プレミアリー
グニューカッスルユナイテッドのサポーターが活動するフードバンクであり、 
募金活動と食品集めを試合会場で行っている。The Big Issue から表彰を受けて
いる。代表が参加した 1 月 19 日は活動時間約 2 時間で 23 万円の募金、70 キロ
の食品を集めた。これらの募金と食品は、地元のフードバンクに寄付される。
つまり、「フードバンクに寄付するフードバンク」であり、この考え方は日本に
は存在しない。フードバンク活動を社会に広める上では、こういった「枠にと
らわれない柔軟な考え方」が非常に重要だと感銘を受けた。 
 
1 月 20 日 Fans Supporting Foodbanks リバプール地域で活動する、イギリス初
のプレミアリーグサッカーのサポーターが設立した団体。その活動は BBC 放送
にて全国放送されるほど非常に影響力が強く、その方法等はイギリス全土のプ
ロサッカーチームに広がっている。代表が参加したこの日も、リバプール FC の
広報部長が挨拶に訪れたり（当代表にも挨拶をしてくれた）、世界的出版社 
TheBig Issue から表彰を受けている。代表が帰国後も、頻繁に連絡を取り、情
報交換を行っている。 
 
1 月 21 日 West End Foodbank。イギリス北東部ニューカッスル地域で活動する
フードバンクで、イギリス BBC よりイギリスで一番忙しい（大きい）フードバ
ンクと言われている。カンヌ映画祭でパルム・ドールを受賞するなど国内外で
高い評価を受けている映画「私はダニエル・ブレイク」（2016 年）にて、生活困



窮者支援にとって必要なフードバンクとして撮影されている。一週間で 1000 世
帯への食品提供を無償で行っており、「単身世帯用」「23 人世帯用」「４人以上の
世帯用」に分けられている。一番驚いたことは、寄付されるための食品のほぼ
すべてが「市民からの」寄付であるという点である。各スーパー等に「寄付の
ための箱」を設置しており、顧客が購入したものや家にあるものをこの箱に入
れることで、フードバンク団体に寄付される。市民が購入等によりフードバン
クに寄付しているので、食品の賞味期限は非常に長い。一方で、スーパーやフ
ァーストフード店からはサンドイッチやフライドチキンの寄付がある。このフ
ードバンクの倉庫には食品があふれている。これはつまり、「市民が市民を思い
やり、市民に対して寄付している」という証拠である。日本において、このフ
ードバンクが成立することこそ、最も重要であるのではないかという思いを抱
いた。 
 
1 月 22 日 Dundee Foodbank。スコットランドで一番大きなフードバンクであ
り、ダディ―市内に 4 つのフードバンク拠点を持っている。賞味期限が長い缶
詰やパスタ等の 19 種類の食品を生活支援が必要な世帯に無料で提供している。
賞味期限が短い食品（サンドイッチ等）は「コミュニティーフリッジ」と呼ば
れる地域の冷蔵庫に置き、地域住民が無料でいただける仕組みを作っている。
賞味期限が長い食品は主に地域住民からの寄付、賞味期限が短い食品は主にス
ーパーからの寄付であり、100 人を超える無給ボランティアがこの活動を支えて
いる。出会ったボランティア１２人全員に「なぜボランティアをするのか？」
と問うたところ、全員が「出来ることを出来る人がすればいい。奉仕は当然
よ。」という言葉を頂いた。日本においても、この思いが広がることが重要だと
感じた。 
 
1 月 23 日 Manchester United Supporters Foodbank。サッカーのマンチェスタ
ーユナイテッドサポーターが設立した団体で、集めたお金や食品はマンチェス
ター市内の 19 のフードバンクへ寄付されている。代表は募金集めに参加した。
1998 年から活動を開始したこの団体は、フードバンク支援は 2017 年から開始
したという。その活動の信用度の高さから、3 月下旬にはサッカーのプレミアリ
ーグチーム「マンチェスターユナイテッド」と「マンチェスターシティ」より
計 10 万ポンド（約 1330 万円）の寄付をいただいた。幅広く地域のフードバン
ク活動に関わり、支援を行っているその姿に、深い感銘を受けた。 
 
1 月 24 日 Camberwell Community Fridge。地域の公民館を利用して生活困窮者
等に無料で食品提供を行うフードバンク。世界中の Community Fridge を統括
している Community Fridge Hub（本部ロンドン）の推薦で訪問した。午前中
に提携しているスーパー等からおパンやお肉、牛乳等の食品を提供していただ
き、11 時から 14 時まで、生活支援が必要な方々がそれらの食品を無料で受け取
っている。この日は 34 世帯に食品を渡した。食品を扱うという責任感から、保
健所から四つ星の食品衛生管理認定を受けており、社会的信用性も高い。要生
活支援世帯の日々の状況把握のためにソーシャルワーカーがこの場所を訪れ、
要生活支援者のその日の状況等の聞き込みやミーティングを行っている。様々
な状況下の要生活支援者の状況を皆でシェアするためのひとつの重要な拠点と
なっているその様子に、「地域ぐるみ」の要支援者ケアの取り組みを学んだ。 
 
1 月 26 日 Foodsharing Copenhagen。Foodsaving Worldwide というドイツにあ
る団体の推薦により訪問、参加した。食品廃棄削減や気候変動（環境保護）を
目的に、4 つの団体が一緒になり、コペンハーゲンを拠点に 2014 年より開始し
た。6 社のスーパーと提携しており、午前中に食品を集める。その後、12 時か
ら 15 時までその食品を必要としている方々が列を成し、すべての食品を無料で
渡している。皆に対し、チケットを渡し、順番により食品を渡す。その際に、
①この活動は皆の寄付で成り立っていること。出来れば 1020 クローネ（日本円
で 76 円～150 円）を寄付してほしいこと。②ボランティアが必要だというこ
と。③食品廃棄を削減して地球を守ろうということ。を皆に伝えることで、こ
の活動の趣旨を明確に理解してもらえるように努力している。この日は 260 人
に食品を渡した。食品の受け取りから寄付、その後のナイロン袋や段ボールの
リサイクル、腐敗物のコンポスト事業。この一連の流れは「ゴミ」が出ない方



法であり、「地球環境の保護」への意識の高さに驚かされた。と同時に、20 代
30 代という若い世代が、積極的にこの分野に関与していることに、感動した。 
 
1 月 28 日 Foodsharing Bon この団体をまとめる Isabel 氏が来日した際に、代
表と意見交換を行ったことがご縁となり、今回の視察につながった。ボン市内
の各所に冷蔵庫等を置き、それを必要としている人に食品を寄付する仕組みを
展開している。1100 人の活動登録者がおり、それをまとめるリーダー Isabel 
氏）に一日同行し、活動に参加した。この日は 44 人が活動し、12 のスーパーマ
ーケット、50 を超える会社やカフェ、パン屋等から食品を受け取っている。こ
れらの食品はボン市内に設置している 9 つのフードシェアリングポイント（冷
蔵庫や棚）に置かれ、それを必要としている人が自由に使用できる取り組みと
なっている。これらの食品を受け取った人は、自分で消費する人もいれば、福
祉施設に寄付する人もいる。地域全体を「食品の受け渡し場所」にしているこ
のフードバンク活動は、幅広い年齢層に支持される方法を取っており、社会全
体に「食品ロス」への疑問や改善を投げかけているように感じた。多くの人が
「食品ロス削減」を意識し始めたからこそ、この方法が受け入れられているの
だろうと学んだ。 
 
1 月 29 日 Frankfurter Tafel。ドイツ中部エッセン州最大のフードバンク。1996
年に活動を開始した。提携しているスーパー等は 120 社あり、1 か月に 270 ト
ンの食品を集配し、11 台の車により地域内の 72 の福祉団体等に寄付している。 
一日に 150 世帯に食品を提供している。180 人をこえるボランティアは特別職 3
名を除くと全員がボランティアであり、その志の高さに驚かされた。とても大
規模な事業ではあるが、細部を見れば、各地区にフードバンクの支部が置か
れ、食品集めの本部とそれを現場に運ぶ支部というように、その活動内容はわ
かりやすく分別されている。これにより、参加ボランティアはひとつのことに
集中して活動できる。この「管理された」取り組みは、日本人にあった方法に
なるかもしれないと感じた。と同時に、もっと深く学んでみたいと思った。 
 
※これらの活動はメディアにおいても紹介された。スコットランドでは 
Dundee 市の新聞社に取材され、記事になった。また、世界的出版社 The Big 
Issue の記者により取材され、代表のフードバンク訪問が書かれたその記事は世
界中に配信されている。 
 
サイト： 
Dundee 地方新聞 
https://www.thecourier.co.uk/fp/news/local/dundee/1101326/dundee-

community-fridge-gains-international-fame-after-phenomenal-success/ 

 
The Big Issue 紙 
https://www.bigissue.com/latest/japanese-fans-premier-league-hat-trick-

boosts-supporters-foodbanks/ 
 

2 月にはオーストラリアのフードバンク団体 OzHarvest の活動に 8 日間（２
月１３日～２０日参加した。この団体は、オーストラリア国内に 4 か所の拠点
を持っており、イギリス、南アフリカ、ニュージーランドにも関連団体を持っ
ており、国際連合の環境保護活動等に携わっている。皇室チャールズ皇太子の
後妻でありコーンウォール侯爵夫人カミラ殿下がオーストラリアを訪問した
際、この団体の活動に深い感銘を受け、カミラ殿下の財団が UK Harvest を設
立するほど、この団体の活動は多岐に渡っている。その活動はフードバンク活
動のみならず、オーストラリア全土の小中学校を対象にした食育プログラムの
開発・普及、フードバンク食品を利用し料理作法等を学ぶことで就労支援を行
うプログラム、企業の社員同士のコミュニケーションツールとしての料理教
室、フードバンク食品を陳列し無料で提供する無料スーパーの実施等、であ
る。当代表が視察の希望を伝えると、そのすべてのプログラムを見学もしくは
体験できるよう、 OzHarvest 自らが 8 日間の研修プログラムを組んでくれた。 
２月１３日。シドニー空港に到着後、すぐに活動に参加することが出来た。こ
の日は、団体の主な活動を聞き取り調査した。①１日に１７台の冷蔵車を使

https://www.thecourier.co.uk/fp/news/local/dundee/1101326/dundee-community-fridge-gains-international-fame-after-phenomenal-success/
https://www.thecourier.co.uk/fp/news/local/dundee/1101326/dundee-community-fridge-gains-international-fame-after-phenomenal-success/
https://www.bigissue.com/latest/japanese-fans-premier-league-hat-trick-boosts-supporters-foodbanks/
https://www.bigissue.com/latest/japanese-fans-premier-league-hat-trick-boosts-supporters-foodbanks/


い、１１トンの食品を寄付している。倉庫は約１２畳ほどしかなくとても狭
い。つまり、その日受け取った７５％の食品を倉庫に置くことなく、すぐに寄
付している活動をしており、その食品のほとんどが生鮮品であった。②２か月
に一度、ボランティア希望者向けの説明会があり、この日は１１４人の希望者
が出席した。代表もその準備を手伝い、説明を聞いた。登録者数はシドニーだ
けで１２４１人、全国で２０００人。③OzHarvest は食育プログラムを開発
し、現在は国内２１０の学校に採用されている。このサービスはすべて無料で
提供されている。これは「教育こそ、貧困から脱するもっとも有効な方法」で
あるとの考え方から開発されており、そのプログラム内において「食品ロスに
よる地球への負荷」および「食品ロス削減に向けての調理法」などを児童・生
徒に伝えている。 
 
２月１４日。食品集配車に同乗し、シドニー市内および近郊を巡回した。運転
手はアプリ等でその日のルートや順番等を把握し、情報を OzHarvest オフィス
とすべて共有している。発車時刻や到着時刻、食品の種類や重さを随時報告す
ることで、「常に」オフィスとともに活動をしていることを自覚しているとい
う。この日は３７か所のスーパーマーケット、野菜売り場、チキンレストラ
ン、ハンバーガー屋、カフェ、ベーカリー、チョコレート屋、社員食堂にて食
品を受け取った。食品の種類は、野菜やチキンサラダやミートパイ、フライド
チキン、サラダ、サンドイッチ、エクレア、ビュッフェ、クレープ等、多岐に
渡っている。これらを適切な温度管理の元、ユダヤ教教会が支援している精神
的障がい者へのサポートグループに４００キロ寄付した。また、パリスチャー
チが行う、シドニー市営住宅に住む低所得者向け支援団体に６００キロを寄付
した。これらにより、この日、この車一台だけで１００世帯以上に食品を寄付
したことになる。日本のフードバンクではほとんど見られない場所（レストラ
ンやカフェ、社員食堂など）での廃棄前食品の集配は、とても画期的で、しか
も、それを受け取る団体等にとっても、すぐに食べられる（調理がいらない）
というメリットがあることを学んだ。 
 
２月１５日。シドニー郊外の高等学校でフード・シェアリング・ジャパンの活
動を講演した。 
 
２月１６日。OzHarvest はボランティア団体であるため、その活動資金を得る
ためのソーシャルビジネス会社を運営している。この会社の事業である「しぼ
りたてオレンジジュースの自動販売機」の管理に同行した。オレンジの補給や
自動販売機の掃除等、その管理はすべてアプリを通じて行われており、一機の
掃除や管理を終えるごとにアプリで報告することにより、その活動等を団体皆
で共有している点が最も素晴らしかった。事業開始から約２年間でシドニー市
内に５０台の自動販売機を設置しており、顧客は新鮮なしぼりたてオレンジジ
ュースを１杯４ドルで飲むことにより、これは OzHarvest の活動への寄付金と
なっている。このジュースで使用するオレンジは、生産農家が出荷できない物
（鮮度には問題ないが、大きすぎたり小さすぎたりしている物）であり、これ
らを低価格で OzHarvest は購入している。つまり、今まで廃棄されていたオレ
ンジを買い取ることで、生産農家支援にも役立っている。社会貢献するにあた
り、利益が出にくい事業等については、このようにソーシャルビジネスを絡め
ていく必要があることを学んだ。 
 
２月１７日。食品集配車に同乗し、約２００キロを走行した。この日収集され
た７８５キロの食品は、毎日７０～８０人の独居高齢者に対し食品を提供して
いる団体、毎日１０世帯に食品を受け渡しているコミュニティセンター、教会
が運営する食品寄付の団体に渡した。新鮮な野菜、果物、パン、精肉、鮮魚等
を、それぞれの団体が必要な分量を譲り受け、最大限に活かす。その様子に感
動した。 
 
２月１８日。OzHarvest が運営している無料スーパー OzHarvestMarket に参
加した。この無料スーパーは、パン、お野菜、果物、 飲み物、お菓子、雑誌、
おもちゃ等を綺麗に陳列し、それを必要としている方々に無料で差し上げてい
る。午前１０時から１４時までに、１５０人が来店した。ボランティアが一人



一人の顧客に寄り添い、会話をしながら食品を選び、買い物かごにいれる。顧
客の多くが支援を必要としているということもあり、片言の英語での会話にお
いてもとても喜んでくれた。人と人がつながりあう場所、コミュニケーション
による寄り添う心、そのような温もりがあった。午後からはアメリカ合衆国か
ら OzHarvest にインターンで来ている学生に対し、フードシェアリングジャパ
ンの取り組みをお伝えした。その後は事務所に移動し、OzHarvest が行ってい
るアプリの説明を受けた。OzHarvest が配送することが難しい場所や地域につ
いては、このアプリを使って、それぞれの地域で活動する福祉団体等と連携
し、スーパー等から食品の受け取りを行っているということだった。フードバ
ンク活動や食品受け渡し活動については、多くの方法があるということを学ん
だ。 
 
２月１９日。食品集配車に同乗し、シドニー市内の１１か所の学校を巡回し
た。これは「スクール・ラン」と呼ばれるもので、小学校から高校、特殊学校
を回り、それぞれの場所で必要な食品を渡すことで、児童・生徒の栄養摂取等
に貢献している活動である。オーストラリアでは給食がない。そのため、児
童・生徒はお弁当等を持参している。そのため、家庭の経済状況によっては、
栄養が偏りやすくなるため、この「スクール・ラン」を通じて、「食育」も伝え
ている。１４時までに集配車は空になったが、１４時３０分の食品収集場所
で、大量のサンドイッチやパンを積んだ。賞味期限が２日以上あるこれらの食
品は、翌日以降の「スクール・ラン」で寄付される。運転手であるポール氏に
は、ほぼ毎週各学校から「御礼の手紙」が届くそうで、この日も３通の手紙を
見せてもらった。児童がうれしそうに描いたであろうその絵手紙に、心がとて
も熱くなった。午後１９時からは７０人以上の会社員が OzHarvest のオフィス
にあるキッチンに集まり、共同で料理教室に参加していた。料理を通じての社
内コミュニケーションの向上を目的としているこの教室は、一人当たり参加費
用２０ドルを支払い、そのお金は OzHarvest の運営費に充てられる。ボランテ
ィアとしてこの教室に参加し、皆の表情を見ていたが、皆が楽しそうであり、
「食」 の持つ可能性とそれを最大限に活かす OzHarvest の理念に、心から共
感した。 
 
２月２０日。最終日は無料スーパーOzHarvestMarket にボランティアとして参
加した。この日は、野菜、果物、菓子、パンの他に、牛乳、卵、サラダ等が陳
列された。牛乳や卵は午前１０時の開始とともに無くなったが、食品棚のスペ
ースが空くと、ピザや精肉を陳列し、その後の顧客への対応を行った。 途中か
らはメロンやマンゴーも陳列され、１４時までのオープン時間中、いつ来店し
ても食品が受け取れるように工夫されていた。ボランティアを通じて、その陳
列方法や接客、一人一人に寄り添うことなど、多くのことを学んだ。 
 
海外視察において、当代表は通訳なしですべての活動に参加することが出来、
非常に有意義な時間を過ごすことが出来た。 
 

 
結果、欧州とオーストラリアでの研修を通じて、11 の団体の活動に参加する

ことが出来た。この視察から、①各家庭から福祉団体への寄付を容易にする活
動の展開②スポーツチーム等との連携によるフードバンク活動・団体の増加③
倉庫を持たないフードバンク活動の展開を、岡山県内で開始し、その「岡山み
んなのフードバンク」モデルを全国に広げるという目標が出来た。現在、日本
において広く定義されている「フードバンク」という枠組みを、さらに大きく
考え、「食品レスキュー」と「それを活かす活動」はもっと自由で、発想にとら
われなくて良いものだと学んだ。「さらに自由で、出来ることを出来ることか
ら」開始する。そのような考えのもと、全国においてフードバンク団体 500 の
設立に関われるよう、積極的に展開していきたい。 
 

 
 

今後の課題と対
応策 

2019 年度は当団体の活動は代表がほぼひとりで行った。ひとりで行う活動により、代表
が早朝や夜間等、仕事に支障が出ない時間帯に行うことが多かった。その結果、海外研修
中はフードバンク活動そのものがストップしてしまった。2020 年度への課題は、このフー
ドバンク活動をより多くの人が行える活動にすることである。 



 対応策としては、フードバンク活動に興味を持つ人に対し、食品提供先を見つけ、活動
を開始できるようサポートする。つまり、一人でも多くの人がフードバンク活動を開始で
きる土壌を作っていくことである。海外視察を通じて、イギリス、ドイツのフードバンク
団体数と日本を比較した。イギリスは人口 6600 万人に対し約 2000 のフードバンク団体、
ドイツは人口 8300 万人に対し約 3000 のフードバンク団体がある。一方、日本では人口 1 
億 2000 万人に対し、約 135 のフードバンク団体である。当団体としては、岡山県にひと
つでも多くのフードバンクを設立し、それぞれの個人や福祉団体等がそれぞれの地域でフ
ードバンク活動が行える、その窓口となれるよう、今後は活動していこうと考えている。 

参加者・利用者
の感想など 

当団体が福祉団体に毎週食品を提供し続けたことにより、福祉団体自らに「フードバンク
を行いたい。」との考えが芽生え、実際に自らが動き始めた。よって、当団体としては、今
後も「フードバンク活動を行いつつ、その啓発活動も広める」ことを行ってまいりたい。 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


